
ＰＰ２２ 気気軽軽にに相相談談 在在宅宅介介護護 ＰＰ６６ みみんんななのの広広場場
ＰＰ３３ 小小里里川川ダダムム完完成成間間近近 ＰＰ８８ 教教育育委委員員会会だだよよりり
ＰＰ４４ 議議会会だだよよりり ＰＰ����イインンタターーハハイイ出出場場
ＰＰ５５ 瑞瑞浪浪市市のの一一日日 ＰＰ����保保健健セセンンタターーだだよよりり

��������年年((平平成成����))

��������

��������

新新首首都都
｢｢東東京京かからら東東濃濃へへ｣｣
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ハ
ー
ト
ピ
ア
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(

基
幹
型
・
樽
上
町�
６
６－
１
１
７
０)

で
は
、
公
共
的
な
相
談
機
関
と
し
て
、

高
齢
者
の
在
宅
介
護
に
関
す
る
総
合
相

談
に
応
じ
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
家

(

社
会
福
祉
士
・
看
護
婦)

が
24
時
間

体
制

(

夜
間
は
陶
生
苑)

で
介
護
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
相

談
窓
口
と
し
て
、
２
カ
所
の
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

○
み
ず
な
み
陶
生
苑
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

(

釜
戸
町
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
内)�
６
３－

２
８
４
３

◇
担
当
地
域
＝
釜
戸
町
、
大
湫
町
、

日
吉
町
、
土
岐
地
区

○
千
寿
の
里
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(

山
田
町
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

内)�
６
８－

１
２
４
８

◇
担
当
地
域
＝
陶
町
、
稲
津
町
、

瑞
浪
地
区
、
明
世
地
区

要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
紙
お
む
つ
等
の
介
護
用
品

の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
対
象
＝
在
宅
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
要
介
護
４
・
５
の
認

定
者

◇
助
成
額
＝
年
額
四
万
五
千
円
以
内

◇
手
続
き
＝
福
祉
課�
内
線
１
０
１

車
椅
子
の
利
用
者
な
ど
重
度
障
害
者

の
方
が
、
通
院
な
ど
外
出
用
に
利
用
で

き
る
リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
始
め
ま
し
た
。

◇
対
象
者
＝
一
般
車
両
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
で
、
身
障
手
帳
１
、

２
級
又
は
要
介
護
認
定
３
、
４
、
５

◇
利
用
料
＝
患
者
移
送
運
賃
の
タ
ク
シ
ー

料
金
の
半
額
助
成

(

制
限
あ
り)

◇
利
用
方
法

希
望
者
は
福
祉
課(�
内
線
１
０
１)

で
登
録
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
＝
助
成
が
な
く
て
も
福
祉
タ

ク
シ
ー
は
利
用
で
き
ま
す
。

学
校
評
議
員
と
は
、
学
校
長

が
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら

幅
広
く
学
校
外
の
意
見
を
聞
く

た
め
、
今
年
４
月
か
ら
全
国
で

開
始
さ
れ
た
制
度
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
地
域
や
家
庭
と

の
連
携
を
一
層
推
進
し
、
地
域

や
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

学
校
と
地
域
の
合
同
開
催
に

よ
る
行
事
、
地
域
福
祉
施
設
と

の
協
力
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
な
ど
、
地
域
毎
に
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

評
議
員
は
市
内
公
立
14
小
中

学
校
で
76(

男
54
、
女
22)

人
、

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成12年７月15日



●募 集 各回50人(応募多数の場合は抽選)
●応募資格 小学４年生以上(原則保護者同伴)

●応募期限 ７月��日� 16時まで

��� ①９時30分 ＪＲ瑞浪駅集合 見学10～12時
②13時30分 ＪＲ瑞浪駅集合 見学14～16時

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� 			 
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たただだ今今８８割割完完成成

�

�������	
��


���

名 称 完成時 現 在
ダ ム の 高 さ 114ｍ 約90ｍ(全体の約８割)

ダムの頂上幅 8.5ｍ 約25ｍ(テニスコートの長さ)

ダムのコンクリート量 約77万� 約62万�(全体の約８割)
��������	
�� 
�����	��
平成16年３月末完成を目標に､ みなさまのご理
解とご協力のもと､ 小里川ダムはこのような雄姿
を見せ始めています｡ 昨年11月に認定された ｢地
域に開かれたダム｣ 計画により､ 地元のみなさん
にとってより密着したダムとなるよう､ みなさん
と調整をしながら､ 自然を活用したレクリエーショ
ンの場として整備を進めます｡
瑞浪市では､ 猿爪川の浄化池を利用した 『親水
公園』 や 『つつじ園』､ 超古代の遺産 『磐座』 を
活かした公園､ ダム左岸部の眺望と自然を生かし
た 『展望台』・『小動物ふれあいの森』､ 陶町水上
から原石山までの 『遊歩道』 が計画されています｡
ダム本体にも様々な施設を計画しています｡
内部を見学できるエレベーター､ 下流部を一望で
きる展望台､ 堤体内部から展望台までの通路には
各種展示物を陳列するなど､ ダムを楽しく見学し
ていただく施設が盛りだくさんです｡
小里川ダム見学を希望される場合は､ 工事事務
所総務課までご連絡ください｡ ダム本体をご案内
します｡ �����－��－����

・下流域の水害を少なくします
・いつも川に水が流れるようにします
水を美しく保ったり､ 生き物を絶やさないた
めに､ 最小限の流れは欠かせません｡ 雨が降ら
ない時には､ ダムにたまった水を流します｡
・発電をします

最大1,800Kw､ 約600世帯分の電気をつく
ります｡

�
�����
����	
��

小里川ダムでは広報誌 『おりかメール』
を発行しています｡ 小里川ダムに関
するご意見等をお寄せください｡
なお地域でのイベント等がありまし
たら広報誌の表紙に利用させていただ
きたいと思いますので､ 工事事務所調査
設計課までご連絡ください｡�����－��－����

��������	
 �����������������

●問い合わせ・申し込み 参加者の氏名・住所・
年齢･電話番号を､ 電話､ ＦＡＸ､ 電子メールに
て工事事務所調査設計課までお知らせください｡� ����－��－���� (受付９～17時)
FAX����－��－����

電子メール ori353＠blk.mmtr.or.jp

＊抽選結果は７月31日までにハガキで通知します｡

＊工事現場内ですので､ 濡れてもよく､ 歩きやす

い靴でご参加ください｡ ヘルメットは工事事務

所で準備します｡

瑞浪市役所 �68－2111
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条条条
例例例
案案案
件件件

会会会
期期期
日日日
程程程

そそそ
ののの
他他他
ののの
案案案
件件件

人人人
事事事
案案案
件件件

報報報
告告告
案案案
件件件

議議議
員員員
発発発
議議議

平
成
12
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、

６
月
５
日
か
ら
６
月
23
ま
で
の
19
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
３
件
と
、
条
例
案
件
５
件
、

人
事
案
件
１
件
、
そ
の
他
案
件
３
件
、

議
員
発
議
１
件
の
合
計
10
件
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

６
月
５
日

本
会
議

(

諸
般
の
報
告
、

会
期
の
決
定
、
議
案
上
程
、
説
明)

６
月
��
日

本
会
議

(

一
般
質
問)

６
月
��
日

本
会
議

(

一
般
質
問
、追
加

議
案
上
程
、
議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託)

６
月
��
日

総
務
文
教
委
員
会

６
月
��
日

経
済
建
設
委
員
会

６
月
��
日

本
会
議

(

委
員
長
報
告
、

討
論
、
採
決)

●
瑞
浪
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
釜
戸
町
の
公
文
垣
内
団
地
の
一
部
を

用
途
廃
止
し
、
団
地
戸
数
を
30
か
ら

22
と
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
の
施
行
に

伴
う
条
文
整
備
お
よ
び
非
常
勤
消
防

団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を

定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
補

償
基
礎
額
等
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任

共
済
等
に
関
す
る
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
退
職
報
償
金
の
支
払
い
額

を
引
上
げ
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
【
国
民
健
康
保
険

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
文
整
備
】

●
瑞
浪
市
土
地
区
画
整
理
事
業
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
の
円
滑
な

推
進
を
図
る
た
め
、
助
成
内
容
を
拡

充
す
る
も
の
】

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
人
権
擁
護
委
員
鈴
木
登
氏

(

稲
津
町

小
里
一
〇
六
二
番
地
の
一
、
68
歳)

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き

続
き
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
陶
町
大
川
団
地
線

(

距
離
３
２
８･

８

ｍ)

の
市
道
認
定
を
廃
止
す
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
明
世
町
月
吉
堀
田
三
号
線

(

距
離
71

ｍ)

、
稲
津
町
小
里
三
角
・
杉
本
線

(

距
離
145
ｍ)

、
陶
町
大
川
団
地
線

(

距
離
990
ｍ)

を
市
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
】

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

(

小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業)

【
公
立
小
中
学
校
14
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
２
７
２
台
他
を
配
備
、
総
額
五
千

七
十
一
万
五
千
円
、
中
学
生
は
一
人

一
台
、
小
学
生
は
二
人
に
一
台
相
当

と
し
て
各
校
に
一
ク
ラ
ス
分
を
配
備

す
る
も
の
】

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

(

平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
・

平
成
十
一
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
・
平
成
十
一
年

度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告)

【
平
成
11
年
度
予
算
の
う
ち
平
成
12
年

度
に
繰
越
し
て
使
用
し
よ
う
と
す
る

歳
出
予
算
の
経
費
の
計
算
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の
】

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出

【
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発
公

社
決
算
書
お
よ
び
平
成
十
一
年
度
財

団
法
人
瑞
浪
市
施
設
公
社
決
算
書
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の
】

●
専
決
処
分
の
報
告

(

平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
一
号))

【
歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
四
百
六

十
五
万
八
千
円
増
額
し
、
総
額
を
三

十
四
億
四
千
二
百
六
十
五
万
八
千
円

と
す
る
も
の
】

●
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書

【
道
路
は
、
最
も
重
要
な
生
活
関
連
社

会
資
本
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
と
豊

か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
優
先
的
に

整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

道
路
整
備
に
対
す
る
市
民
の
要
望
も

強
く
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
は
じ
め

と
す
る
新
高
速
三
道
を
基
軸
と
し
た
一

般
国
道
、
県
道
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
先
の
政
府
税
制
調
査
会
に

お
け
る
環
境
税
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、

道
路
特
定
財
源
制
度
を
見
直
す
動
き
が

み
ら
れ
、
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
と
道
路

整
備
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
本
市
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
る
。

よ
っ
て
、
道
路
特
定
財
源
を
一
般
財

源
化
す
る
こ
と
な
く
絶
対
堅
持
す
る
と

と
も
に
、
遅
れ
て
い
る
地
方
の
道
路
整

備
に
重
点
配
分
さ
れ
る
よ
う
政
府
に
対

し
意
見
書
を
提
出
す
る
】

平成12年７月15日



�

瑞浪市の市民生活 統計で見る市の一日

※ ( ) 内の数値は前年分もしくは前回調査分 [平成11年(度)数値／366日]

� � � � � � � � 	 �

金金 津津 徹徹 氏氏
(産業振興功労 ��歳 土岐町)

太太 田田 正正 彦彦 氏氏
(教育功労 ��歳 寺河戸町)
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・
中
京
短
期
大
学
教
授

・
前
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
教
育
長

・
元
瑞
浪
小
学
校
長
・
山
岡
小
学
校
長

氏
は
昭
和
25
年
に
土
岐
郡
稲
津
村
立
稲

津
小
学
校
教
諭
に
赴
任
、
以
来
38
年
間
義

務
教
育
一
筋
に
歩
ま
れ
、
今
日
の

『

み
ず

な
み
教
育』

(

子
ど
も
を
生
か
し
授
業
を

大
切
に
す
る
教
育)

を
確
立
、
同
時
に
授

業
分
析
に
よ
る
授
業
の
研
究
に
よ
り
教
師

の
指
導
技
術
を
向
上
さ
せ
人
材
育
成
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

東
濃
地
区
教
育
長
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
、

瑞
浪
の
み
な
ら
ず
東
濃
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
教
育
の
発
展
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

・
瑞
浪
商
工
会
議
所
会
頭

・
前
瑞
浪
市
消
防
団
長

・
前
瑞
浪
陶
磁
器
工
業
組
合
理
事
長

・
元
瑞
浪
市
議
会
議
員

氏
は
昭
和
31
年
に
市
原
製
陶
株
式
会
社

を
創
業
、
実
業
界
で
は
県
並
び
に
日
本
陶

磁
器
工
業
組
合
連
合
会
理
事
を
多
年
に
亘

り
務
め
ら
れ
、
地
場
産
業
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
市
議
会
議
員
と
し
て

国
道
19
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
力
を
尽
く
さ

れ
、
公
職
と
し
て
15
年
間
地
域
防
災
活
動

に
尽
力
、
土
岐
小
学
校
建
設
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
産
業
界
の
み
な
ら
ず
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
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各種統計調査の結果は､ 経済産業政策や社会福祉施設などの整備計画､ 景気動向の判断指標として利用され､
さまざまな行政施策の重要な基礎資料として活用されています｡ 統計調査にご協力をお願いします｡
照会先＝情報推進課 �内線���

瑞浪市役所 �68－2111
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７７月月２２日日 粘粘土土成成型型 卵卵半半分分完完成成
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６
月
24
日
、
釜
戸
町
の
竜
吟
峡

で
恒
例
の
滝
開
き
が
行
わ
れ
、
釜

戸
商
工
ク
ラ
ブ
、
観
光
協
会
な
ど

関
係
者
が
安
全
を
祈
願
し
た
後
、

大
小
七
つ
の
滝
に
鯉
四
百
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

こ
こ
竜
吟
峡
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、

地
元
も
含
め
年
間
数
千
人
の
人
が

訪
れ
ま
す
。

滝
の
入
口
で
は
、
陶
器
で
造
ら
れ

た
竜
の
卵｢

ド
ラ
ゴ
ン
２
０
０
０｣

に
続
い
て
、
現
在『

ド
ラ
ゴ
ン
21』

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
年
に
は
５
ｍ
を
越
え
る
陶
製
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

▼
株
式
会
社
泰
仁
様
＝

五
十
万
円
、
一
般
寄
付

と
し
て
瑞
浪
市
へ

▼
牧
野
政
芳
様
＝
百
万
円
、

釜
戸
中
学
校
の
図
書
お
よ

び
備
品
の
充
実
の
た
め

▼
篠
原
久
雄
様
＝
三
十
万

円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
第
24
回
瑞
浪
市
民
合
唱
祭

参
加
者
一
同

(

瑞
浪
市

合
唱
連
盟
理
事
長
籏
幸

雄)

様
＝
三
万
七
千
十
四

円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

善
意

｢釜戸町民一世帯に一人は参加しよう｣ との呼び掛
けに､ 現在多くのボランティアが､ 借用した神徳の
工場を訪れ､ 卵の形づくりに汗を流しています｡
写真＝粘土を貼り付け卵の殻の半分が完成 (現高
2.3ｍ)､ このまま乾燥させるため､ 粘土を小ブロッ
クに切り分け､ 紐で固定しました｡
◎問い合わせ
釜戸町まちづくり推進協議会事務局 �63－2005 東

海
３
県
の
優
れ
た
畜
産
農
家
に
与
え
ら
れ
る
畜
産
賞

(

毎
日
新
聞

社
主
催)

に
、
稲
津
町
萩
原
の
勝
股
時
男
さ
ん(

60)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

勝
股
さ
ん
は
鶏
一
万
五
千
羽
を
飼
育
、
年
間
250
ン
ト

の
卵
を
生
産
す
る

農
家
で
、
家
族
労
働
を
中
心
と
し
た
堅
実
経
営
、
工
夫
を
加
え
た
自
家

配
合
飼
料
と
酵
素
の
添
加
に
よ
る
悪
臭
対
策
等
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

６
月
30
日
、
受
賞
報
告
に
市
役
所

を
訪
れ
た
勝
股
さ
ん
は

『

消
費
者

に
顔
の
見
え
る
経
営
を
心
掛
け
、
こ

れ
か
ら
も
卵
の
品
質
ア
ッ
プ
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い』

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

平成12年７月15日
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常常 盤盤 街街

平
成
10
年
７
月
に
都
市
計
画
事
業
認
可
を
受
け
事

業
が
始
ま
っ
た
市
道
公
園
線
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

公
園
線
は
、
瑞
浪
駅
前
か
ら
市
役
所
前
ま
で
の
改

良
を
行
う
も
の
で
、
明
徳
橋
の
架
け
代
え
も
含
め
、

完
成
す
れ
ば
総
延
長
６
９
０
ｍ
、
道
幅
約
20
ｍ

(

車

道
10
ｍ
と
両
側
に
５
ｍ
の
歩
道)

の
道
路
と
な
る
予

定
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
協
力
を
得
て
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

６
月
26
日
、
日
吉
保
育
園
で
新
園
舎
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

達
が
元
気
よ
く
歌
を
披
露
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
園
舎

(

昭
和
42
年
建
築)
の
老
朽
化
に
伴
い
現
地
改

築
し
た
も
の
で
、
未
満
児
保
育
と
長
時
間
保
育
の
要
望
に
対
応
し
、

現
在
１
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
62
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
建
物
は
、
木
造
平
屋
建
６
２
９
㎡
、
保
育
室
３
室
と
遊
戯

室
・
乳
児
室
等
を
備
え
、
面
積
は
旧
来
の
約
1.5
倍
、
た
い
へ
ん
明
る

く
、
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
費
は
二
億
三
千
六
百
万
円
、
内
七
千
四
百
万
円
が
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
で
す
。

釜
戸
町
平
山
の
日
本
女
子
ゴ
ル
フ
専
門
学
校

(

昭
和
62
年
開
校)

に
は
、
現
在
基
礎
学
科

(

１
年)

・
ゴ
ル
フ
学
科

(

２
年)

の
２
課
程

が
あ
り
、
17
名
の
学
生
と
プ
ロ
を
目
指
す
研
修

生
19
名
が
在
席
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
日
本
で
唯
一
女
子
だ
け
の
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
養
成
専
門
学
校
と
し
て
、
今
ま
で
に
15

名
の
プ
ロ
テ
ス
ト
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
高
松
聖
さ
ん

(

18)

＝
写
真
は
岡

山
県
出
身
、
小
学
５
年
で
剣
道
日
本
一
と
な
り
、

ゴ
ル
フ
は
中
学
１
年
の
時
に
父
に
連
れ
て
行
か

れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
の
こ
と
。

今
年
５
月
に
は
県
レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
選
手
権

で
優
勝
し
、
今
月
末
市
内
で
開
催
さ
れ
る

『

ゴ

ル
フ
５
レ
デ
ィ
ス
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト』

へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

身
長
152
㎝

と
小
柄
な
高

松
さ
ん
は

｢

ベ
ス
ト
ア

マ
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま

す｣

と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
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審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略)

【
小
学
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

宮
下

郁
美

(

土
岐
小
６
年)

｢

私
が
母
か
ら
学

ん
だ
こ
と｣

☆
優
秀
賞

花
田

園

(

陶
小
６
年)

｢

守
ろ
う
！
私
た
ち
の
大
切
な
地
球｣

中
島
未
奈
美

(

釜
戸
小
６
年)

｢

母
と
家
族｣

☆
奨
励
賞

渡
邉
祐
希
葉

(

瑞
浪
小
６
年)

｢

笑
顔
パ
ワ
ー
は
元
気
の
も
と｣

井
田

知
周

(

稲
津
小
６
年)

｢

楽
し
い
山
び
こ｣

山
中

美
香

(

明
世
小
６
年)

｢

私
が
一
番
大
切
だ
と
思
う
こ
と｣

小
栗

寛
之

(

大
湫
小
６
年)

｢

ド
ラ
ゴ
ン
２
０
０
０
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て｣

本
田

恵
美

(

日
吉
小
６
年)
｢

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔｣

【
中
学
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

伊
藤

美
穂

(

陶
中
３
年)

｢

よ
う
こ
そ
日
本
へ｣

☆
優
秀
賞

平
尾

卓
也

(

瑞
浪
中
３
年)

｢

犯
罪
に
走
ら
な
い
た
め
に
は｣

大
山

実
希

(

日
吉
中
３
年)
｢『

仕
事
の
や
り
が
い』

と
今
の
私｣

☆
奨
励
賞

高
木

基
希

(

瑞
陵
中
３
年)

｢

お
じ
い
さ
ん
へ
の
想
い｣

平
澤
佐
代
子

(

稲
津
中
３
年)

｢

笑
顔
を
通
し
て｣

三
戸

香
奈

(

釜
戸
中
３
年)

｢

未
来
へ
の
希
望｣

【
一
般
の
部
】

☆
優
秀
賞

榊
原

舞

(

中
京
商
高
１
年)

｢

私
の
夢

『

盲
導
犬
の
訓
練
士』｣

柴
田
亜
貴
子

(

中
京
商
高
２
年)

｢

介
護
を
支
え
て
い
く
若
い
力｣

田
中

清
弘(

瑞
浪
市
Ｊ
Ｌ
ク
ラ
ブ)

｢

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
入
っ
て｣

岩
島

桂
子

(

瑞
浪
地
区
婦
人
会)

｢

義
母
と
の
日
々｣

桐
井

敬
子

(

大
湫
地
区
婦
人
会)
｢

高
齢
者
問
題
を
考
え
る｣

【
高
齢
者
の
部
】

☆
優
秀
賞

長
井

光
子

(

稲
津
町)

｢

慰
霊
巡
拝
の
旅｣

小
栗

鎌

(

萩
原
長
寿
会)

｢

心
ゆ
た
か
な
地
域
づ
く
り｣

水
野
美
佐
子

(

中
部
寿
大
学)

｢

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い｣

※
中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
伊
藤
美
穂
さ
ん
は
、
少
年
の
主
張
大

会
岐
阜
県
大
会
地
区
予
選
に
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

７
月
は

｢

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取

り
組
む
全
国
強
調
月
間｣

で
す
。

７
月
３
日
、『

大
人
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
前
を
中
心
と
し
た
啓
発
活

動
や
広
報
活
動
を
行
い
、
非
行
防
止
と

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化

に
つ
い
て
、
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

21
世
紀
を
担
う
青
少
年
を
、
非
行
や

問
題
行
動
に
走
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
健

や
か
に
育
む
こ
と
は
、
私
た
ち
大
人
の

責
務
で
あ
り
、
課
題
で
す
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
共
に
手
を
取

り
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

か
け
よ
う
！

愛
の
一
声
を
！

見
逃
す
な
！

悪
へ
の
第
一
歩
！

笑
顔
の
家
庭
！

悪
へ
の
防
護
壁
！

平成12年７月15日
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・
生
涯
学
習

生涯学習施設 ８月の休館日
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定定定定
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生
涯
学
習

講
演
会

総合文化センター
市 民 図 書 館 ７日､ 14日､ 21日､ 28日

市 民 体 育 館 １日､ ８日､ 15日､ 22日､ 29日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

７日､ 14日､ 21日､ 28日､ 31日

サイエンスワールド ７日､ 14日､ 21日､ 28日

文 化 会 館 ３日､ 10日､ 17日､ 24日､ 31日

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�










こ
の
制
度
は
、
10
人
以
上
で
３
年
以

上
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金

を
支
給
し
、
活
動
を
援
助
す
る
も
の
で

す
が
、
最
近
の
生
涯
学
習
の
高
ま
り
と
、

質
の
向
上
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

(

５
人
以
上
・
１

年
以
上
活
動)

も
対
象
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
22
グ
ル
ー
プ
の
推
薦
が
あ

り
、
次
の
10
グ
ル
ー
プ
が
選
考
さ
れ
ま

し
た
。

(

敬
称
略)

☆
文
化
を
学
ぶ
会

加
知

直
之

☆
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会

中
島

美
江

☆
天
徳
も
ん
じ
ゃ
の
森

小
栗

正
常

☆
中
組
婦
人
会
踊
り
ク
ラ
ブ

み
や
び
会

太
田

君
代

☆
水
無
月
俳
句
会

西
尾

桃
子

☆
瑞
浪
勤
労
者
山
岳
会

吉
本

一
男

☆
め
ん
ど
り
ク
ラ
ブ

小
木
曽
京
子

☆
稲
津
小
ふ
れ
あ
い
教
室

中
根

辰
良

☆
写
真
の
会

足
立

好
豁

☆
福
寿
の
会

小
栗

幸
子

＊
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介
は
、

順
次
広
報

『

み
ず
な
み』

等
で
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。

◎
講

師

荻
野

ア
ン
ナ

(

作
家)

◎
演

題

楽
問
の
ス
ス
メ

◆
日

時

９
月
９
日�午後１時30

分
よ
り

◆
会

場

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

《
入
場
無
料
》

身
内
に
誘
拐
犯
！
驚
く
べ
き
高
額
恐

喝
中
学
生
！
保
険
金
目
当
て
の
殺
人
計

画
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
凶
悪
事
件
が
連

日
の
よ
う
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し

て
い
る
。

人
間
社
会
の
ど
こ
で
、
ど
う
し
て
、

こ
の
よ
う
な
歯
車
の
食
い
違
い
が
起
こ

り
は
じ
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
は
や
尋

常
な
手
段
で
は
、
わ
が
国
の
こ
の
異
常

事
態
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
不
可
能

な
こ
と
だ
ろ
う
か
…
。

五
千
万
円
恐
喝
事
件
発
生
の
中
学
校

の
保
護
者
会
終
了
後
、
参
加
し
た
一
母

親
が
、｢『

警
察
が
手
ぬ
る
い』

、『

学
校

の
処
置
が
悪
い』

な
ど
と
、
他
に
責
任

転
嫁
ば
か
り
し
て
い
な
い
で
、
今
こ
そ

『

親
の
在
り
方』

を
真
剣
に
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か｣

と
発
言
さ
れ
て
い
る

の
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
本
当
に
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

警
察
、
学
校
、
そ
し
て
社
会
に
落
度

の
あ
っ
た
点
も
、
卒
直
に
認
め
ざ
る
を

得
な
い
が
、
反
省
す
べ
き
行
為
が
多
々

あ
っ
た
事
も
事
実
で
あ
る
。

よ
く
、
子
ど
も
の
問
題
行
動
の
発
生

時
に
、『

親
の
在
り
方』

が
論
議
さ
れ

る
。
今
回
程
こ
の
母
親
の
一
言
の

『

重

み』

と
、
こ
の
言
葉
の
持
つ

『

意
味
の

深
さ』

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。

青
少
年
の
問
題
行
動
の
発
生
時
前
に

は
、
必
ず
な
ん
ら
か
の
シ
グ
ナ
ル
が
発

信
さ
れ
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
親
は
こ
の
シ
グ
ナ
ル
に
気
づ

か
ず
見
過
ご
し
て
い
る
場
合
が
ま
ま
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の

親
は
、
家
族
の
安
全
と
幸
せ
の
た
め
に
、

毎
日
懸
命
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
親
は

実
に
多
忙
で
あ
る
。
だ
が
、
子
ど
も
へ

の
細
心
の
気
配
り
だ
け
は
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
親
の
責
務
は
極
め
て
大
き
く

重
い
も
の
で
あ
る
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
の

『

子
ど
も
と
の
対
話』

な
ど
に
よ

り
、『

子
ど
も
の
心
の
内』

を
知
る
こ

と
な
ど
は
、
親
と
し
て
な
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
当
然
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

手
元
の
新
聞
の
、
天
才
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

『

ア
イ』

が
、
優
し
い
眼
差
し
で
我
が

子

『

ア
ユ
ム』

を
抱
き
か
か
え
愛
育
し

て
い
る
大
き
な
写
真
が
、
人
間
社
会
で

起
き
る
不
可
解
な
出
来
事
に
、
疑
問
を

投
げ
掛
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
な
ら

な
い
。

(

生
涯
学
習
課)

瑞浪市役所 �68－2111
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～四季を楽しむ～

華
々
と
に
ぎ

あ
い
の
あ
る

花
、
や
さ
し

く
楚
々
と
繊

細
な
花
。

そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
生
か

し
た｢

押
し

花
絵｣

で
す
。
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�月�日� ��時～��時

釜戸コミュニティーセンター

内容：人形劇・大形紙芝居など
……みんな遊びにきてね！……

図書館では､ 昨年に引き続き文学講座を開催します｡
文学に触れるよい機会です｡ みなさんの受講をお待
ちしています｡

★近代文学の夕べ ｢志賀 直哉｣
～愛を求めて～

◆日 時 ８月１日�～５日� 19時～21時

(５夜連続集中講座)
◆講 師 麗澤瑞浪高校国語科 教諭 石川恭治先生
◆資料代 500円 (会場 図書館 集会室)

★古典文学講座 ｢徒 然 草｣

◆日 時 ９月８日～��月��日 13時30分～15時

(毎週金曜日 10回講座)
◆講 師 扇木 肇先生
◆資料代 500円 (会場 図書館 集会室)
＊申し込みは図書館へ電話または直接申し込みください｡
＊各講座とも定員30人です｡ (定員になり次第締切ります)

夏休み期間中
７月��日�～８月��日�
10時に開館します！
もうすぐ夏休みです｡ ゆったりと本を
読んだり､勉強したりできる場所として､
ご利用ください｡

平成12年７月15日

�������

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
日
吉
町
の
伊
藤
す
み
子
さ
ん
の
押
し
花
絵
を
紹
介

し
ま
す
。
定
年
退
職
を
控
え
、
何
か
趣
味
を
と
い
う
こ
と
で
四
年
前
か
ら

始
め
た
押
し
花
絵
、
月
２
回
の
教
室
で
作
っ
た
作
品
は
50
数
点
。

季
節
の
う
つ
ろ
い
の
中
で
花
と
の
語
ら
い
は
、
す
て
き
な
も
の
で
す
。
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市
之
瀬
肇
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東濃研究学園都市

������
��	
��
�

�������

サイエンスワールド (明世町戸狩)

Ｈ��
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相談所 岐阜地方法務局人権擁護課
(岐阜市金竜町５丁目13番地)

いじめ・体罰・虐待等打ち明けることのでき
ない悩みを抱えておられる方､ どなたでも相談
に応じます｡
電話相談も受け付けますので気軽に利用して
ください｡ 相談は無料､ 秘密は厳守｡����－���－���� 内線��

子どもの人権���番����－���－�������－���� 岐阜地方法務局
多治見支局( (

７月１日付広報みずなみ№997 ３ページの

市之瀬廣太記念美術館 『親子彫刻講座』 が
８月13日 � ８月９日� と変わりました｡

なお日付以外は変更ありません｡

お 詫 び

�月��日� ��時～��時

�月��日� ��時��分～��時

●テーマ 『21世紀に花ひらく環境技術』
講演 ｢環境調和型製品 (エコプロダクツ) の
開発と普及の最前線｣､ パネルディスカッション
●定員 150人程度 《参加無料》
●申込方法 ８月14日�(必着)までに､ ハガキ
またはFAXにて､ 住所､ 氏名､ 性別､ 年齢､
電話番号を明記し､ お申し込みください
●問い合わせ・申込先
◆県地域計画政策課 東濃研究学園都市推進連
絡協議会 (�058-272-1111 内線2325)
(FAX058-272-2574) 〒500-8570 岐阜市薮田南2-1-1
◆瑞浪市企画部企画政策課
(�68-2111内線333) (FAX68-8749)
〒509-6195 瑞浪市上平町1-1

③
彫
刻
の
表
面
と
内
面

『

姿
や
形
が
、
い
か
に
良
く
で
き
て

い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
そ
れ
は
単

な
る｢

作
り
物｣

に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

｢

彫
刻｣

は
、
そ
れ
が
芸
術
と
し
て
存

在
し
よ
う
と
す
る
限
り
、｢

作
り
物｣

で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
批
評
家
と

称
す
る
人
々
の
中
に
は
、
彫
刻
の
表
面

処
理
に
重
点
を
お
い
て
、
と
や
か
く
言

う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

彫
刻
に
お
い
て
は
内
面
性
が
大
事
な
の

で
す
。

と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の
表
面
処
理

が
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
彫
刻
に
は
、
気
負
い

も
気
取
り
も
不
要
で
す
。
作
者
の
自
由

な
意
志
、
す
な
わ
ち
、
何
物
に
も
強
制

さ
れ
な
い
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
る
こ
と
が
、
最
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
彫
刻
は
、
内
的
な
も
の
と
外
的

な
も
の
と
の
、
二
つ
の
働
き
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
内
的
と
は

｢

心
と
感

覚｣

で
あ
り
、
外
的
と
は

｢

視
覚｣

で

あ
り
ま
す
。
重
点
は
前
者
に
置
く
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。』

と
廣
太
は
、｢

市
之
瀬
廣
太
遣
稿
集｣

の
中
で
語
っ
て
い
ま
す
。

表
面
に
現
れ
た
も
の
と
、
内
面
に
感

じ
さ
せ
る
も
の
と
が
、
自
然
に
融
合
し

た
と
き
、
そ
の
作
品
は
見
る
人
に
無
理

な
く
、
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
彫
刻
作

品
と
向
き
合
っ
て
対
話
を
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
良
い
作
品
は
、
き
っ

と
見
る
人
に
語
り
か
け
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

瑞浪市役所 �68－2111
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七
夕
ま
つ
り
の
た
め
、
次
の
と
お
り

駐
車
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ま
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
瑞
浪
駅
前
広
場
駐
車
場

８
月
３
日�
��
時
〜
６
日�
��
時

◆
浪
花
駐
車
場

８
月
３
日�
��
時
〜
６
日�
��
時

都
市
計
画
課�
内
線
２
４
５

市
営
駐
車
場
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

平成��年 夏の交通安全県民運動

������������ ������ ������			 飛び入
り

大歓迎
！
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 ������������������ 全国高等学校
総合体育大会( (

団体出場者 � �～� �� 岐阜県開催

個人出場者

�月��日� ��時��分～��時��分
ＪＲ瑞浪駅前ひろば

◎体操競技男子 中京商業 (笹川拓朗､ 石田多聞､
伊藤 潤､ 所 敏正､ 可児優也､ 加藤 賢､
大森雄祐､ 竹村彰浩､ 與嶋一剛､ 酒井謙二､
牧村康伸)
◎体操競技女子 中京商業 (森田千晴､ 服部麗子､
川上美幸､ 船越圭子､ 小野右里絵､ 中野千春)
◎新体操女子 中京商業 (河崎智恵子､ 大野真代､
矢藤美沙季､ 河崎多恵子､ 黒川絵里佳､
鈴木麻紀､ 山田麻衣､ 宮ノ越智美､ 丹羽貴子)

◎卓球女子 中京商業 (関口裕子､ 小久保美幸､
朱 夢軍､ 楊 露､ 河合歩美､ 佐藤友香､
仙洞田久美､ 小椋美紀)

◎ソフトテニス男子 中京商業 (渡邉彰宏､
惟村 徹､ 惟村陽平､ 鶴見和生､ 堀口廣記､
中野弘道､ 鄭 弘行､ 常國高史､ 河野 学､
清 公広､ 坂 直樹､ 加藤 啓､ 石川敏也)
◎テニス男子 麗澤瑞浪 (西本昌史､ 中村 旭､
内山道之､ 竹内 巧､ 油井幹典､ 上村宏典)
◎剣道男子 中京商業 (羽田野勝利､ 白川順一､
脇本英典､ 脇本康史､ 熊代年規､ 清水一輝､
渡瀬雄二､ 岩高 聖)
◎剣道女子 中京商業 (阪本 梓､ 三橋百恵､
野中幸子､ 平野真凡､ 中村友美､ 辻 愛､
中村摩美､ 三橋真央)

◎弓道男子 中京商業 (肥田和也､ 小森田貴士､
伊藤健一､ 後藤真太郎､ 小松茂生､ 西前孝之､
水野貴祥､ 北村真之)
◎弓道女子 中京商業 (加納利恵､ 植村友美､
丸川菜緒､ 木村祥子､ 早川知子､ 池上千穂､
中澤佐友里)

◎陸上 3000ｍ障害 小林雄太 (中京商業)
◎体操競技男子･女子 (中京商業の団体出場者が出場)
◎新体操女子 大野真代 (中京商業)
◎卓球男子 シングルス 范 勇 (中京商業)､
ダブルス 范 勇・小島博喜 (中京商業)
◎卓球女子
シングルス 朱 夢軍､ 関口裕子 (中京商業)､
ダブルス 関口裕子・朱 夢軍 (中京商業)
◎ソフトテニス男子 惟村陽平・鶴見和生､
堀口廣記・中野弘道､ 惟村 徹・渡邉彰宏､
鄭 弘行・常國高史､ 坂 直樹・加藤 啓､
河野 学・清 公広 (中京商業)
◎柔道 66㎏級 高塚 貢 (中京商業)
◎剣道男子 羽田野勝利､ 白川順一､ 脇本英典､
脇本康史 (中京商業)
◎剣道女子 三橋百恵 (中京商業)

各務郁子 (麗澤瑞浪)
◎弓道男子
小森田貴士､ 伊藤健一､ 肥田和也 (中京商業)

平成12年７月15日

交通安全鳴子を持って､ バサラKid's50人とバ
サラ瑞浪チーム50人の親と子が踊ります｡
当日は､ ＪＲ土岐市駅前 (10時) 多治見駅前
(11時) 笠原役場前 (13:30) を練り歩きながら
『事故防止とマナーアップ』 を呼び掛けます｡
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◆申込期間 ７月��日�～８月��日�
◆受験資格 昭和46年４月２日～昭和58年４月
１日生まれの方
◆第１次試験 ９月17日� (教養､ 作文試験)
会場：男女とも…岐阜刑務所
◆第２次試験 10月13�･14日�(体力検査など)
会場：男子…岐阜刑務所､ 女子…笠松刑務所
◆問い合わせ・願書請求先
笠松刑務所 (〒501-6095 笠松町中川町23番地)����－���－����

岐阜刑務所 (〒501-1183 岐阜市則松1-34-1)����－���－����

※願書は直接両刑務所または郵送 (返信用封筒
と切手160円分を同封) で請求してください｡

－高等学校卒業程度－
全国の地方入国管理局等で､ 不法入国者など

の違反事件の調査や施設の警備に従事します｡
◆受付期間 ７月��日�～８月��日�
◆受験資格 昭和52年４月２日～昭和58年４月
１日生まれの方

◆採用予定 約30人 ◆試験地 名古屋市ほか
◆試験 第１次 ９月24日� (教養､ 作文試験)

第２次 10月19�･20�日(体力検査など)
◆照会先 法務省名古屋入国管理局総務課����－���－����

《海上保安大学校》
◆受付期間 ８月��日�～９月５日�
◆募集人員 約45人
◆受験資格 昭和55年４月２日以降に生まれた
方で高校卒業 (見込み) の方

◆第１次試験 10月28�・29�日
《海上保安学校》
◆受付期間 ７月��日�～８月��日�
◆募集人員 ①船舶運航システム課程…約50人

②情報システム課程…約25人
③海洋科学課程…約５人

◆受験資格 昭和52年４月２日以降に生まれた
方で高校卒業 (見込み) の方

◆第１次試験 ９月24日�
《試験地》 両校とも名古屋市ほか全国36カ所
◆問い合わせ 第四管区海上保安本部総務部
人事課 ����－		�－�	��内線213･214
http:��www.kaiho.motnet.go.jp�

最近の不況により､ 住宅金融公庫の返済にお
困りになった方で､ 一定の要件を満たす場合に
は､ 返済期間の最長10年までの延長や､ ３年間
の元金据え置きなどの措置が受けられ､ 当面の
返済負担が大幅に軽減されます｡
この返済方法の変更措置の適用期間は､ 平成

13年３月31日までとなっています｡
詳しくは 住宅金融公庫名古屋支店����－���－����､ または返済先の金融

機関にお問い合わせください｡

民事再生法が４月１日から施行されて､ ３カ
月が経過しました｡ 民事再生法は長引く経済不
況のなか､ 不振に陥った中小企業等に再建しや
すい法的枠組みを提供するため､ さまざまな欠
点や使い勝手の悪さが指摘されていた和議法に
代わり､ 時代に合った再建型手続の基本手続と
して制定されたものです｡
なお､ この手続について不明の点や申立ての
際に必要な書類などについて､ 詳しくは近くの
裁判所にお問い合わせください｡
◆岐阜地方裁判所多治見支部
〒507-0023 多治見市小田町1-22-1���－�	��

◆御嵩支部
〒505-0116 可児郡御嵩町御嵩1177����
－	�－����

税金について分からないことがありましたら､
お近くの税務相談室を気軽にご利用ください｡
税務相談室では､ 面接による相談だけではな
く､ 電話による相談も受け付けています｡
このほか､ 電話による身近な税金の質問に､
コンピュータがお答えするタックスアンサーも
ご利用いただくと便利です｡
なお､ タックスアンサーに関する情報は､ イ
ンターネットからも利用できます｡
http:��www.taxanser.nta.go.jp
◆名古屋国税局税務相談室多治見分室���－���� (多治見税務署内)

瑞浪市役所 �68－2111
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回数 期 日 テ ー マ 講 師 場所・ＴＥＬ

① ９月９日 『ホスピス･緩和ケアとは何ですか』 季羽倭文子 ホスピス研究会代表 まなびパークたじみ�23－7022
② 10月７日 『心のケア』 ～人の生きる意味を考える～ 窪寺俊之 関西学院大学神学部教授､

大下大圓 飛騨千光寺住職
多治見市文化会館�23－2600

③ 10月28日 『がん患者をめぐる電話相談から』 辻本好子 ささえあい医療人権
センターCOML代表

まなびパークたじみ�23－7022
④ 11月25日 『がんの痛みを癒す』

～告知・ホスピス・緩和ケア～
高宮有介 昭和大学病院麻酔科
緩和ケアチーム医師

多治見市総合福祉センター�25－1131
⑤ 12月９日 『ホスピスの新しい課題と将来』 黒田輝政 日本生と死を考える会代表 まなびパークたじみ�23－7022

精神保健福祉や精神障害についての講座を開
講します｡ 精神保健福祉ボランティアに関心の
ある方はぜひお申し込みください｡
◆対象 市内在住の健康な方｡ 全コ－ス (10回)

出席できる方 (定員20名)
◆期間 ８月��日から平成��年１月��日まで
◆場所 東濃西部総合庁舎・関係施設
◆問い合わせ・申し込み
８月��日�までに､ 電話で東濃地域保健所健
康増進課へ ���－����内線���

◆会場 特別養護老人ホーム たじみ陶生苑
(多治見市小名田町小滝5-411)

平成12年度第１回福祉講座を開催します｡
福祉の仕事に就きたい方､ 特に老人福祉施設に
関心のある方､ 参加してみませんか｡
◆内容 ①たじみ陶生苑の沿革

②介護保険制度の概要と特別養護老人
ホームとの関わり方ならびに職場紹介
③寮母の仕事 (主な一日の流れ)

◆募集 25人 (定員になり次第締め切ります)
◆問い合わせ・申し込み�岐阜県社会福祉協議会・東濃福祉人材バンク�・FAX ��－����

患者主体の末期治療の実現を求め､ 広く市民
の方々にホスピスケアについて理解を深めてい
ただくためこの講座を開催します｡
◆受講料 3000円 (５回分)
◆申込方法 ハガキまたはFAXで 『ホスピス
講座申し込み』 とし､ 住所・氏名・職業・電
話番号を明記
◆日程表 全５回 (土曜日の14時より16時30分)

セラミックパーク美濃は､ 現在岐阜県が多治
見市東町で建設を進めている陶磁器テーマパー
ク ｢セラミックパークMINO｣ の管理運営を行う
公益法人です｡ 来年度採用の職員を募集します｡
◆受験資格 22歳～39歳 (昭和36年４月２日～
昭和54年４月１日生まれ)
◆募集人員 若干名 (イベントの企画および誘
致経験者歓迎)
◆願書受付期間 ８月７日�から８月31日�まで
(土､日を除く)､ 郵送は31日�必着

◆試験日 ９月��日�
◆試験場 東濃西部総合庁舎
◆試験内容 一次 (教養､ 作文､ 適性検査)
二次 一次合格者のみ後日口述試験
＊二次の成績上位者には健康診断を実施

◆採用日 平成��年４月１日
◆願書の請求と提出先
〒507-8708 多治見市上野町5-68-1
東濃西部総合庁舎４階セラミックパーク美濃
※郵送による願書の請求は､ 返信先を明記した
封筒 (角形２号､ 140円切手貼付)を同封のこと
※郵送による願書の提出は､ 遠隔地等やむを得
ない場合に限り認め､ 返信先を明記した封筒
(長形４号､ 80円切手貼付) を同封のこと
◆問い合わせ �セラミックパーク美濃総務
管理課 ���－���� 内線���, ���

Ｅメール cp-mino＠blk.mmtr.or.jp

◆申込締切 ８月��日�
◆募集人数 100人
(定員になり次第締め切り)

◆問い合わせ・申込先
東濃ホスピス研究会事務局
〒507-0901 土岐郡笠原町1104-4 (永江)�・FAX ����－��－����

平成12年７月15日
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日 時 ８月８日� (受付) 13時～14時期 日 時 間 料 金
場 所 保健センター８月８日� ８時30分～11時 各500円
担 当 精神科医師・精神保健相談員

������ !

�"�� ◆場所＝ハートピア
�月�日� ��時～��時��分

瑞浪駅前七夕まつり会場相 談 名 日 時 内 容

ハートピア
健 康 相 談

７月25日�
９時30分～11時

栄養相談､個別相談､
血圧測定､検尿 #$%&'()*�

+$,-./01�23 	45
相 談 名 日 時 内 容

医師による
健 康 相 談

８月２日�
14時～15時

医師の個別相談
血圧測定､ 検尿

栄 養 相 談
８月２日�
９時～15時

栄養士の個別相談
＊電話予約が必要

乳幼児相談
８月２日�
９時30分
～11時

身体測定と育児相談
＊母子健康手帳を持
参してください

678��9��9*:�;<= ��������	
 ���
��

������ � � � ���� � � � � �  

�月25日� 第�子は13時集合
第�子以上は
14時～14時30分受付

平成 12年�月生まれ� カ 月 児 健 康 診 査 母子健康手帳

�月28日� 12時30分開始 平成�年�月生まれ
� 歳 児 健 康 診 査
＊健診終了後希望者に歯み
がき教室を実施します｡

早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

� カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 �月�日� �時30分

～�時45分 平成 12年�月生まれ 母子健康手帳

�月�日�
�時～11時

平成 10年�月生まれ�歳児歯みがき教室

母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ

�歳�カ月児歯みがき教室 �月�日� 平成 10年�月生まれ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 �月25日� 平成�年	月生まれ

平成�年�月生まれ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 �月31日� 平成�年�月生まれ

平成�年�月生まれ

�歳臼歯ムシ歯予防教室 �月31日� 14時30分開始 平 成 � 年 � 生 ま れ 母子健康手帳
コップ､ タオル

◆場 所 保健センター
◆対 象 者 40歳以上の希望者 (定員50名)
◆申し込み ８月３日�までに電話などで保健

センターへ

日本人の死因の第１位はがんです｡ 瑞浪市で
も心疾患・脳血管疾患を大きく上回り､ がんが
死亡原因の第１位でした｡ (平成11年度)
早期発見のために年に１度は定期検診を受け
ましょう｡

◆場所＝保健センター

＊電話などでの予約が必要です｡�７月は 『愛の血液助け合い運動』 月間です�
血液は生命の源とも言われ､ 今まで輸血によっ
て多くの尊い命が救われてきました｡
輸血を必要としている人への小さな人助け､
それが献血です｡
次の日程で献血を実施します｡ 皆さんのあた
たかいご協力をお願いします｡

10月９日�に開催される健康まつりで､ 今年
80歳 (大正９年生まれ) で自分の歯が20本以上
残っている方を表彰します｡ 該当する方､ また
は該当する方をご存じの方は､ 保健センターま
でご連絡ください｡
※かぶせてあったり､ 治療してあっても､ 自分
の歯が残っていれば該当者となりますので､
是非応募してください｡

瑞浪市役所 �68－2111



古紙配合率���％再生紙を使用しています

広報みずなみ (題字 瑞浪市長) 発行／瑞浪市
〒��������岐阜県瑞浪市上平町�丁目�番地 ��������
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��� 第��回 瑞浪
美濃源氏七夕まつり ���������������������������			
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市民一人ひとりの 『願い』 を込めた花火を
夜空に打ち上げてみませんか？
☆普通玉５千円 ☆スターマイン��万円他

今年は市民祈願の原点に立ち返るという趣
旨から 『営利団体 (企業名)』 での応募はでき
ません｡ 個人名､ 非営利団体名等でご協力く
ださい｡ ●締切り＝７月��日�

●問い合わせ･申込先 瑞浪商工会議所�67-2222 FAX67-2230 �瑞浪青年会議所�67-1637 FAX67-1264
１. 収集は､ 月１回の資源ごみ収集日に各資源ごみ収集ステーションで回収します｡
２. 資材は８月中に配布します｡ (現在のカン・ぺットボトルを収集しているものと同じ資材＝スタ
ンド・ネット２枚・プレート)

柄ものトレイ
色物トレイ

ラーメンカップ

透明容器

各種弁当容器

納豆容器

テーマ 『創造､ 美濃中世歴史回廊』

� 時～記念講演､ 薩摩琵琶 ｢古田織部｣ 上演

��時～土岐一族・斎藤道三・織田信長・明智
光秀・森蘭丸・古田織部のもののふ討
論会(各専門家が当人に成り代わって物申す)

��時～第二回土岐源氏サミット
『全国の土岐･多治見･小里･猿子さん大集合』

食は山海の珍味､ 美酒美水でお迎え致しまする

��時～
入場料 ����円

参加費 ����円 (昼食付)
瑞浪一日市場館跡…鶴�城…小里興徳寺…土岐市
定林寺…大富館…多治見国長邸…国宝永保寺等
●問い合わせ･申し込み 美濃源氏フォーラム東濃
事務局 寺河戸町1262 井澤康樹 ���-����

第��回

����������������		��������
会場 総合文化センター

第３部
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①洗ってください ②乾かしてください ③４等分くらいに
割って専用ネット
へ入れてください

◎食品トレイの出し方
◎回収できないもの
(＊可燃ごみとして出してください)

�
�
�
�
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日本の中世を揺り動かした先達たちの舞台は美濃､
その主役は土岐一族､ 破格でバサラな武士たちの抱
いた夢と理想､ 生き様をお伝え申そう

�月�日� 第１部 入場料 ���円

��� 『土岐源氏発祥地巡り』

第２部 『無礼講､バサラの宴』

①収集するものは､ 白色で無地の発泡スチロー
ル製の食品トレイです
②トレイは､ 洗って､ 乾かして小さく割って
から出してください
③セロテープやラップなど付着しているもの
は､ 取り除いてください
④資源ステーションの食品トレイ専用と表示
された回収ネットに入れてください

①汚れているトレイ
②豆腐､ 納豆の容器､ カップメンのトレイ
③透明､ 半透明のプラスチックでできたトレイ
④電気製品や果物などの梱包材､ 魚箱などの
発泡スチロール (※汚れの無いきれいなも
のは不燃物処分場へ持ち込んでください)

●問い合わせ クリーンセンター �68-6010


